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元行政院長の謝長廷氏は６月９日に来日
し、正式に台北駐日経済文化代表処の代表
に着任した。行政院長経験者が大使にあた
る海外の代表職に就任するのは初めて。

謝代表の着任を受け蔡英文総統は6月8
日、台湾メディアに対し、「（謝氏の駐日代表
就任は）日台関係が新時代に入ることを予告
するものだ」と述べ、謝代表の日本での活躍
に期待した。謝代表は民進党の主席や行政
院長を歴任してきた民進党の重鎮で、今回
の人事は蔡政権の「日本重視」の表れとみら
れる。

日本の京都大学に留学経験を持つ謝代表
は来日当日、日本メディアの要望に応じ、流
暢な日本語で、「蔡英文総統の任命を受け本
日、駐日代表として着任した。台湾と日本は
歴史的、地理的に深い縁があり、双方の関
係をより強化していきたい。我々の次世代の
友好の基礎を構築することは、どの党の政権
でも変わらない」と強調し、日本各界とのさら
なる協力促進に意欲を示した。また来日に伴
い、空港には交流協会の今井正理事長、同
処の陳調和副代表、在日台湾・華僑団体、
日台各界の関係者らが謝代表を出迎え、新
たな代表を歓迎した。

台湾南部、高雄市の陳菊市長と台南市の
頼清徳市長は６月１０日と１１日、今年４月
に発生した熊本地震の被災地を励ますため、
熊本県と熊本市をそれぞれ訪問し、義援金
計約６５１６万元（約２億１６００万円）を寄
付した。台湾メディアによると、両市は地震

発生直後に募金活動を開始。大手コンビニ
エンスストア４社とも協力し、少額募金を受
け付けていたという。さらに、両市長は自ら
の１ヶ月分の給与を寄付していた。

この度の両市長の訪日は、チャイナエアラ
インの孫洪祥会長、高雄市旅行商業同業公
會の呉盈良理事長など、総勢約５０人の訪
問団を引き連れてのものであり、一行は到着
した阿蘇くまもと空港で、熊本市のシンボル
キャラクターの「くまモン」から歓迎を受けた
ほか、台北駐日経済文化代表処の謝長廷代
表や県庁職員など大勢の関係者が出迎えた。

訪問初日の１０日、訪問団は県庁横のホテ
ル熊本テルサの会議場で、熊本県の蒲島郁
夫知事を表敬訪問し､ 高雄市、台南市それ

ぞれからの応援の書や寄せ書きとともに、両
市が中心になり集めた義援金約１億５千万円
を贈った。

台湾からの訪問を受けた蒲島知事は、「高
雄市、台南市では、市民への募金の呼びか
けにあたって、陳高雄市長、頼台南市長並
びに康裕成高雄市会議長が１ヶ月相当分の
給与を寄付されたと聞き､ 感激した。また民
間の組合等からも義援金をいただき感謝して
いる。頂いた義援金を早期復興に役立てた
い」と感謝を述べた。

陳市長は、「高雄２７８万市民を代表して
お見舞いを申し上げます。知事をはじめ幹部
職員が防災服を着て頑張っている姿に感動し
た。今回、熊本空港並びにチャイナエアライ

ンの大いなる努力で熊本～高雄線が復旧再
開できたことは喜びに堪えない。これからは
高雄と熊本が海外に向かって合同で観光 PR
をしたい。また、締結３年を迎えた高雄市と
熊本県の交流協定 (MOU) の内容を全ての
分野でレベルアップしていきたい」と述べた。

頼市長は､ 今年２月の台南地震に対して
安倍総理から送られたお見舞状や調査団の
派遣をはじめ、日本の各界から寄せられた励
ましや義援金などへの謝意を表した上で、「ま
さかの友は真の友」という台湾の諺を引用し、

「東日本大災害、高雄ガス爆発事故、台南
地震、熊本地震などを通した日台相互の助
け合いがまさに両国が真の友である事を示し
ており、これからも友情と交流を発展・加速

させたい。また災害対応技術を今後に生か
したい」とした。

訪問団は翌１１日、熊本市の大西一史市
長を表敬訪問し、熊本市にも約６６００万円
の義援金を贈呈した。一行はその後、市内
にある熊本城二の丸公園を訪れ、同行した
大西市長や専門家らから被災状況の説明を
受けた。さらに山鹿市も訪問し、中嶋憲正
市長をはじめ市関係者らの歓迎を受け、日台
双方の観光協力・交流促進に期待の意を表
した。最終日となった１２日には、熊本地震
で大きな被害を受けた益城町にも足を運び、
復興状況や避難所での被災者支援などにつ
いても視察を行った。（元＝ニュー台湾ドル）

謝長廷代表着任を祝賀する歓迎会が６月
１９日、東京都内のホテルで開催された。同
会は、「日本中華聯合総会」、「在日台湾同郷
会」、「在日台湾婦女会」、「日本台湾医師連
合」など関東地区の華僑・在日台湾団体が
合同開催したもの。約４００人が出席し、謝
代表夫妻を歓迎した。

謝代表は、日本赴任前に台湾の野党各党
の党首に挨拶した事を明らかにし、駐日代表
は台湾全体を代表するのであり、台湾をより
よくするため、台湾の尊厳と利益を勝ち取る
ために対外的に一致して取り組みたいと強調
した。また、自身について、「政治経験は豊
富であるが外交の経験はない」としながらもこ
の度の代表着任で、「任務を全うし、同時に
多くを学んでいきたい」との意向を示した。

さらに、日台友好関係を築き上げてきた歴
任の駐日代表らに対し感謝の意を述べたうえ
で、「今の良好な台日関係があるのは皆様の
努力によって築かれてきたものであり、日台
関係の新たな１ページは自動的に開かれるも
のではない。皆様と力を合わせてともに切り

開いていきたい」と述べ、各界からの
協力を求めた。

なお謝代表は着任当日、交流協会
を訪問し、同協会の大橋光夫会長お
よび今井理事長、舟町仁志専務理事
らに着任の挨拶を行った。翌１０日に
は高雄市の陳菊雄市長及び台南市の
頼清徳市長ら合同訪問団一行とともに
熊本を訪問。また、１４日に民進党代
表代行の蓮舫参議院議員の訪問を受
け、２１日に香川県の浜田恵造知事、
参議院の三宅伸吾議員ら一行の訪問
を受けるなど、すでに積極的な外交に
着手している。

謝代表は6月20日、台北駐日経済文化
代表処にてメディアとの懇談会を催し、日本
との食品安全問題及び台湾関係法に関して
言及した。

台湾による日本食品の一部を対象とした禁
輸措置は、福島第1原子力発電所事故を受
けて実施されており、２０１５年より２都道府
県の全食品に産地証明書、一部の食品に放
射性物質検査証明書の添付が義務付けられ
ている。

謝代表はこの措置に対し、「蔡総統は、『科
学的方法による国際標準の処理が必要であ
り、台湾の国民の健康と日本食品の放射線
濃度を慎重に審査して処理しなければならな
い』としている」とした上で、「現在も、処理が
必要である問題が多 あ々り、おそらく５、６ヶ
月の期間が必要である。先進国の食品安全
に対する要求を参考にする事が出来るだろ

う」とした。
さらに、日本版「台湾関係法」については、

一部の関係者らが制定に向けて動いている
事について感謝の意を表し、一方で「日本
の政治の現状を尊重しており、さまざまな条
件を整えなければならず、台湾関係法制定
の前に多くの協議を積み重ねなければならな
い」との課題を述べた。

続けて謝代表は、「日台間に国交が無いと
はいえども、多くの取り決めに調印し、積み
木式の方法をとり、目標に向かって努力して
いく」と強調。また、日台間の抱える尖閣諸
島や慰安婦、教科書、沖ノ鳥などをめぐる
問題については、「立場は表明するが、扇動
や、わざと強調する必要はない」との考えを示
し、交流促進を重視する意向を示した。なお、
日台の次世代交流についても触れ、「教育旅
行もとても重要だ。多くの日本の若者に台湾
を訪問して頂き、台湾への理解を深めてほし
い」と期待した。
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歓迎モードの中、来日した謝長廷代表（右３）

謝代表は日台の関係協会に期待を示した

高雄市・陳菊市長と台南市・頼清徳市長が
熊本を訪問（提供：中央社）

新任の駐日代表 謝長廷氏が正式着任

学歴
1970年
国立台湾大学法律学科卒業。大
学在学中に弁護士試験をトップの
成績で合格。司法官試験も合格。
1972年
日本・京都大学法学修士
1976年
日本・京都大学法学博士課程修了

経歴
1981年～1988年　台北市議会議員
1989年～1998年　立法委員（国会議員）
1998年～2005年　高雄市長
2000年～2002年　民主進歩党主席
2005年～2006年　行政院長（首相）
2007年           　　第１２代総統選挙民進党候補
2016年6月9日～   台北駐日経済文化代表処代表
                                       （台北駐日経済文化代表処ＨＰより）

台 北 駐 日 経 済 文 化 代 表 処
謝 長 廷 代 表 プ ロ フ ィ ー ル

謝代表、「日台関係を
世界の模範に」

日台の諸問題についても発言
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台北駐日経済文化代表処の張厚純経済
部長は６月１４日、日本華商総会の主催で、
日台双方が２０１５年１１月に締結した「日
台民間租税取決め（以下：租税協定）」を
テーマにした講演会で「租税協定における
日本側の書面通知が６月１３日に台北に届
き租税協定が発効した」と発表した。租税
協定は来年の1月1日から適応されるとい
う。

張氏によると、台湾側はすでに２０１５
年１２月、租税協定における国内の手続
きが終了しており、同２５日に書面で日本
側に通知したという。その後、日本側は法
律修正の必要性や手続きの煩雑などを理
由に台湾側への通知が遅れていた。しか
し、２０１６年度の通常国会に提出され、
２０１６年３月２９日に無事可決され、詳
細の修正などを要し６月１３日に発効する
運びとなった。

張氏はこれについて、「租税協定は直接

平成26年に九州国立博物館で開催された
「台北國立故宮博物院展」誘致の中心的な
役割を果たし、今年の5月26日に福岡市で
開催された「全国日台友好議員協議会」設立
総会の議長を務めるなど、地方からの日台交
流の産婆役を果たしている福岡県議会前議
長の加地邦雄さん。活動するその情熱と心
意気を聞いた。
Q：情熱的に日台交流を促進されてますがそ
の着地点はどこに。
A：それは「人づくり」です。
Q：「人」というのは誰を指すのですか。
A：日本人です。私は日本人ですから、日本
の人づくりをするのが使命だと思っています。
台湾には、戦後70年を経て我々が忘れかけ
ている日本精神が連綿と続いています。台北
駐福岡経済文化弁事處の戎義俊処長によれ
ば、台湾では、勇気・忠誠・勤勉・秩序・
公益・自己犠牲などの道徳基盤を「日本精神」
と呼び、今や固有名詞になっているそうです。
しかし、残念ながら、戦後の教育や経済成
長偏重の中で、日本ではこのような道徳基盤
が薄れつつあると思います。これを取り戻すこ
とこそが私の目指す「人づくり」なのです。
Q：日本人が台湾から「日本精神」を学ぶと
いう事ですか。
A：そうです。福岡県議会では各国の留学生
に来てもらって意見交換や交流会を行ってい
ます。台湾の方から学ぶことは実に沢山あり
ます。また一例にすぎませんが、台湾を訪問
した時に、地下鉄やバスの中で、若い人が
お年寄りや身体障害者に先を争って席を譲る
光景に接すると､ 戦前日本が行った教育が
世代を超えて受け継がれてきたのではないか

企業との営業活動に関連しているので、日台
双方にとって有利なものである。租税協定
が発効できればお互いの投資と技術協力を
促進していけるだろう。長年の間、日台間は
密接な交流を行ってきたが、この租税協定
をきっかけに日台の協力促進していただけれ
ば」と期待した。

また講演会では、台湾貿易センター東京
事務所の呉俊澤所長による台湾経済の現状
と日台連携動向についての講演も行われ、
近年の日台投資案件や日台ビジネスアライア
ンスの事例などを説明するなど、出席者に対
し日台経済に関する理解を深めた。

このほか呉所長は、台湾経済部と台湾貿
易センターが７月２２日に品川プリンスホテル
で開催予定の、台湾企業のグローバル人材
採用支援活動「２０１６台湾企業人材マッチ
ング会」についても触れ、同会への参加を促
した。この会は、台湾の製造業やサービス
業の代表的な企業約２０社が来場し、台湾

蔡英文総統は６月２６日、中米・パナマ共
和国で開催されたパナマ運河拡張工事の完
成式典に参加した。会場では日華議員懇談
会副会長の衛藤征士郎衆議院議員をはじめ
米国など各国の要人らと顔を合わせたほか、
式典前、グアテマラ共和国のハフェット・カ
ブレラ副大統領、ドミニカ共和国のダニーロ・
メディーナ大統領、エルサルバドル共和国の
オスカル・オルティス副大統領、ホンジュラ
ス共和国のフアン・オルランド・エルナンデ
ス大統領と会見した。 

台湾メディアによると、総統府の曽厚仁副
秘書長が、「蔡総統はグアテマラ共和国のハ
フェット・カブレラ副大統領と会見した際、
今後、医療、衛生、教育、インフラ整備など、
施政の主軸となる分野で交流及び協力を強
化したいと述べた」という。特に台湾が強み
を持つ製薬分野については、今後双方の話
し合いを深め、新たな協力関係を約束した。

フアン・オルランド・エルナンデス大統領

と感じます。
Q：日本の教育をベースとした道徳基盤が受
け入れられたのは、台湾を植民地として自国
の利益のためだけに経営するのではなく、都
市計画を遂行し農業用ダムを建設するなど、
現地の人々に受け入れられる事業を行い、
後世に残るインフラ整備などに尽力したから
ですか。
A：それも大きい要因でしょうね。なかでも
烏山頭ダムと嘉南用水路を建設した八田與
一技師は､ 台湾最大の穀倉地帯の生みの親
として中学校の歴史教科書にも掲載され、彼
の命日５月８日には台湾全土から多くの人が
参列して追悼式が行われるほどです。2011
年の命日には、八田與一紀念公園がオープ
ンし､ 当時の馬英九総統も出席しました。苦
労してダムや水路を建設した八田技師をはじ
め、多くの日本人の行動が「日本精神」の発
露として受け止められているのだと思います。
Q：そのような日本精神が「台湾で純粋培養
されて残っている」という人もいますね。
A：それこそ、台湾の人との交流を通じて日
本人に学んでほしいことです。そして日本人
の持っている素晴らしい道徳基盤を取り戻し
てほしい。さらに台湾との交流を通じて日本
が台湾で､ 台湾人と一緒にやってきた素晴ら
しい業績を再認識し､ 自分たちがその子孫で
ある事に誇りを持って､ 胸を張って世界に貢
献できる人になってもらえば、私の「人づくり」
の使命も果たせると思っています。
Q：特に台湾との交流を重視する理由は。
A：台湾は世界一の親日国です。また、日本
人も台湾に非常な親近感を抱いています。こ
れは東日本大震災や熊本地震に対する台湾

及び台湾企業で働きたいとする意欲を持つ人
材を台湾企業とマッチングさせるもの。さら
に台湾貿易センターで実施しているContact 
Taiwan の求人サイトへの登録方法も案内す
る予定だ。

は、「中華民国政府が提供する奨学金は、同
国の人材の育成と能力向上に大きく役立って
いる」と感謝し、蔡総統も、ホンジュラス共
和国からより多くの若者が台湾に留学できる
ようにしたいとしたほか、「個人的な意見」とし
て、台湾に留学して学位を得た留学生が今
後、台湾の様々な企業で研修を受け、学ん
だことを仕事に結び付けられるような機会を
作りたいと述べた。

からの迅速で手厚い支援、また台南地震に
対する日本からの支援などにも表れています
し、国交が無いにも拘らず2015年には367
万人が台湾から来日し、日本から台湾へは
165万人が渡ったという数字を見てもうなず
けます。両国に共通した文化や自然環境から
考えると、あるべき日本の将来を考える切り口
として台湾との交流が最適だと考えています。
Q：今後の目指す交流のあり方は。
A：私は日本人が当たり前の国､ 当たり前の
国民としてどうあるべきかを考えるためには台
湾との交流を深め､ 日本精神を再確認する
ことが最も良いと考えています。台湾を鏡とし
て日本を見直す事です。観光、農業、経済、
スポーツなど、それぞれの部門の協力・交流
等は、専門家に任せたいと思います。また、
5月に就任した蔡英文総統が「自由、民主、
人権、法的支配」という価値観を共有する日
本との関係を重視していると伝えられた事は、
我 に々とっても追い風になると思っています。

租 税 協 定 発 効 で 適 応 は 来 年 １ 月 １ 日 か ら蔡総統が国交樹立四ヶ国の要人と会見

熊 本 電 鉄・ 中 島 社 長、 震 災 を 乗 り 越 え 高 雄 に 事 務 所 を 新 設

日 台 地 方 議 員 交 流 の 産 婆 役 を
果 た す 加 地 邦 雄 福 岡 県 会 議 員

台湾の将来を憂い自ら律して先導す
る。先に就任した第十四代の台湾総
統蔡英文氏は民意が生んだ新たなリー
ダーと言えよう。前回の総統選挙 (2012
年 ) に落選し同時に民進党の党首も辞
任。本書ではその時を「一介の市民に
なった」とした。これまでの政治活動を
反省しながらも見つめ直す時期として
捉え、民意こそが政治に反映されてし
かるべきとの想いから、台湾全土をくま
なく訪問した。台湾の総統は国民の投
票で決まる。日本の総理大臣とは異な
り、国民一人一人の一票が時の人を

決める。「自分に足りないものは何か」「台
湾は将来どうなるべきなのか」その答えを
探るための全国行脚でもあった。そしてそ
の答えが「台湾の希望は地域にある」とし、

「台湾の人々は革新と変化を信じる心を
持ち続けている」との信念をゆるぎないも
のにする。国内行脚する傍らでインド、イ
ンドネシア、イスラエルなどの地域も積極
訪問。諸国の事情を克明に記述している
ところも面白い。アジア地域の中心的な
民主主義国家としての方向性の模索にも
筆を割いている。その一方で国内で発生
した公民運動にも触れる。国内空前規模
の「白シャツ軍運動」(2013年7月 ) は実
に25万人が街に出て声を上げた。そして
ひまわり運動が翌年の3月に発生する。一
連の運動はいずれも民意から派生したもの
で、その時、「民進党としての力不足を感じ
危機意識を持った」と振り返っている。本
書では前総統選の落選から今日の総統就
任までの政治家としての活動を克明に記し
ているところに特徴がある。全七章から構
成され、全ての章が興味深い。「子ブタの
貯金箱を託してくれた時、私は絶対に彼ら
の期待を裏切ってはならないと心に誓った」
との記述は脳裏に焼きつく。本当に民意
の踏襲した新たなリーダー誕生の内幕が
わかる一冊だ。なお本書は総統就任前の
2015年10月に台湾で出版した台湾初の
女性総統の著書「英派―台湾を照らす一
筋の道」の日本語翻訳判。

蔡英文　「新時代の台湾へ」

著者：蔡英文
監訳：前原志保
刊：白水社
ページ：281頁
発刊：2016年6月10日
価格：定価1900円 ( 税別 )

台北駐日経済文化代表処の
経済部長・張厚純氏

パナマでの晩餐会にて。蔡英文総統
（提供：中央社）

熊本電気鉄道（中島敬髙社長）は先に発
生した震災の被害を乗り越え６月３日、台湾
南部・高雄市に初の海外事務所を開設した。
明治４２年の創業以来、鉄道・バス・旅行
業など堅実な経営を続け、熊本市民から親
しまれている同社は、海外初の拠点開設でさ
らなる飛躍を目指す。中島社長に台湾進出
のいきさつやその狙いを聞いた。
Q：海外進出のきっかけは。
A：他の地方鉄道会社と同様､ 弊社も鉄道
や路線バス事業の低迷、国内観光の需要減
という厳しい環境にあり、海外に活路を見出
せないかという考えからかなりの期間模索を
続けてきた。 
Q：進出先に台湾を選んだ理由は。
A：第三代社長の故松野鶴平氏 ( 元参議
院議長 ) が蒋介石総統と親交が深かったた

め、歴代社長が何度も台湾を訪問
して親交を重ねました。また、台湾
新聞社の紹介で台湾の対日窓口機
関である亜東関係協会 (East Asia 
Relations Commission) やチャイ
ナエアライン ( 中華航空 ) などのご縁
もできました。
Q：話が具体化したのは。
A：社内で台湾とのビジネスが話題
に上ったものの､ なかなか実現には
至りませんでした。具体的な調査に
取り掛かり､ 実行方法を検討し始め

たのは２０１２年ごろからです。
Q：熊本市が政令指定都市に移行した年で
すね。また前年の２０１１年３月には、九州
新幹線鹿児島ルートが全線営業運転を開始
しました。
A：はい。当時、阿蘇くまもと空港国際線振
興協議会などが東アジアへの新規国際線の
誘致活動を活発化させており、２０１３年に
は熊本県及び熊本市が台湾第２の都市であ
る高雄市との間で、貿易・投資の促進、観
光、教育等の分野における相互交流促進、
定期便就航へ向けた協力体制構築のための
３者協定(MOU)を締結しました。これに沿っ
て陳菊・高雄市長が来訪し、２０１３年には
チャイナエアラインが高雄～熊本線のプログ
ラムチャーター便を就航させました。同社は
その後２０１５年１０月から定期便の運航を

開始しましたが、搭乗率70％超を維持する
ほどの人気となり、台湾南部と山鹿市や大津
町など県内各地との交流も始まりました。
Q：台湾南部と県内各地との交流が盛んに
なったのですね。
A：そうです。高雄市､ 台南市などの台湾南
部の行政機関や航空会社、旅行会社との信
頼関係を構築し､ バス、宿、観光、土産物
等の相互協力システムを作り上げることがで
きました。もう電話やメールだけのやり取りで
は追い付かなくなったためです。
Q：地震で甚大な被害のなかで、事務所の
開設は予定通り進められましたか。
A：駅舎が破損し、レールが曲がるなどの直
接的な被害と貸切りバスのキャンセルなどを
合わせて、金額的には１億円超の被害を受
けました。しかし、こんな事で負けてはいら
れないと社員が一丸となって計画を進めてく
れました。当初は５月初旬の開設予定でした
が、社員の頑張りと周囲の方の支援のおか
げで､ １ヶ月遅れで実現できました。
Q：台湾関係ビジネスの利益占有率は。
A：有り難いことに総利益の３割を占めるまで
になりました。
Q：今後の台湾ビジネス、日台交流について
は。
A：観光に来ていただくにしても、景勝地を
見て回り美味しいものを食べて頂くだけのも
のではなく、文化や歴史を感じ、人と人の心

が触れ合うものを九州各地と連携して提供し
たいです。例えば、熊本・福岡には､ 台湾
の国父・孫文との交流にまつわる歴史があり
ます。また、日本統治時代には１万人以上の
九州人が教師、医師、技師として台湾に渡
り人生の黄金期を過ごしたのですから、大分
､ 宮崎、鹿児島、佐賀、長崎にも台湾の人
との深いつながりがあるはずです。九州では
ありませんが、台湾でダムや用水路を建設し
､ 痩せた土地を最大の穀倉地帯にした恩人
として中学校の教科書にも掲載されている八
田與一技師の里 ( 金沢 ) へ台湾の修学旅行
生を案内したい。もちろん、日本人を烏山頭
ダムや八田記念公園に案内し、我々の先輩
が台湾でどう評価されているかも知ってもら
いたい。これらを立体的に結び付けて日台の
交流の役に立ちたいと思っています。 観光だ
けでなく、お互いの物産を PRして輸出入を
促進したり、自治体や学校の交流の橋渡しも
したいです。
Q：高雄市から､ さらに大きいマーケットで
ある台北市やタイ、ベトナムなどアジア諸国
への進出計画は。
A：気持ちとしては「台湾を通じてアジアの活
力を取り込み、熊本を元気にしたい」と思い
ますが、先ずは一歩一歩足元を固めることか
らやっていきたいと思っています。中小企業
であるという身の丈も分かっていますし、当
面観光を主体とするためには、熊本との直行

定期便があることが大前提です。

明治42年創業といえば、107年の歴史を
持つ老舗企業である。ただ現況は公共交通
機関離れが進み、厳しい経営環境下にある。
中堅鉄道会社として､ 革新的な事業に取り
組む事への難しさもあるかも知れない。しか
し難しい経営のかじ取りを強いられる中での
台湾進出は、新たな事業のあり方を具現化
したものでもある。震災を乗り越え、少しで
も前に進もうとする芯の強さと、何としても熊
本復興を成し遂げようとするミッションへの強
い意欲がインタビューを通じて中島社長から
伝わった。

「インタビューを終えて」

歴史と文化の交流について語る

地元に愛される「くまモン」電車 
（熊本電鉄ホームページより）

「全国日台友好議員協議会」設立総会の
議長を務める加地氏
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「終戦時、私は台北市立樺山国民学校
在学中に日本に引き上げました。つまり樺
山国民学校を永遠に卒業出来なかったの
です。その刹那さから、在校生で構成する
会を結成しました」（吉森康代さん）。第二
次世界大戦後、台湾に在住していた日本
人が日本へ送還されたが、そのうちのおよ
そ半数は台湾で生まれた日本人、いわゆる

「湾生」と呼ばれる人たち。その “ 湾生 ”
の会の１つ、「樺の葉会・終戦時在校生の
会（以下：同会）」が６月５日、渋谷の台
湾料理店「麗郷」で最後の総会を開催し
た。

台北市立樺山国民学校終戦時在校生
からなる湾生の会は、毎年６月の第１日
曜日に同窓会総会を台湾料理の老舗・麗
郷で開催するのが恒例になっていた。吉
森さんによると、約５０年間、毎年集まり
当時の想い出話などを語り合ってきた同会
は、メンバーの年齢や体力的にも今年が
限度と判断し、この総会を最後の総会にし
たという。当日、同会の解散を惜しむ平均
年齢８０歳の同学校在校生ら３１人は、鹿
児島や仙台などの遠方よりわざわざ駆けつ
け、日本統治時代の地名を使用したビン

台湾映画「シルク」の上映とトークショーが
６月１７日、台湾文化センターで行われた。
同企画は、台湾文化センターとアジアンパラ
ダイスの共催により２０１６年３月から1２月ま
で実施する「台湾映画の新しい潮流を感じよ
う！」と題した上映会＆トークショーの第４回
目として実施されたもの。

スピーカーはアジアンパラダイスの江口洋
子さんが務め、近年増えているというサスペ
ンス映画の系譜について話した。トークでは、
この「シルク」の誕生について欠かせない「ダ

「台湾の大学進学セミナー」が６月１１
日、埼玉県草加高等学校で開催された。
講師は台湾留学サポートセンターの安蒜

（あんびる）順子センター長が務め、埼玉
県内の高校生や教員、保護者らが参加。
参加者は台湾留学に関する理解を深めて
いた。セミナーの開催は昨年に続いて今年
で２回目。

安蒜センター長はセミナーで、世界を取
り巻く経済状況やアジア圏の動き及び中
国、台湾の経済状況を解説した上で中国
語の大切さを説明し、台湾の大学に進学
した日本人学生について、さらに台湾の大
学紹介などの内容を講演した。

参加した高校生の中に、今年の９月から
台湾の高級中学（日本の高校に相当）に１
年間の留学が決定している学生もおり、「と
てもためになった。将来は台湾の大学に
留学したいと思った」と期待を寄せていた。
また、某高校の PTA 会長は、「もっと早く
この情報を知っておけば、自分の子どもを

ゴや、当時の想い出を短歌で発表するなどし
て別れを惜しんだ。

長年同会を取り仕切っていた吉森さんは、
「私の台湾人のお友達の中には、『日本人が
長男で僕たちは次男、お兄ちゃんの言う事は
何でも聞くよ！』という人もいて、それほど親
日な人たちがいるのはとても嬉しい事。また、
ある同級生は、自分の孫が日本人のお婿さん
をもらって『こんな嬉しい事は無い』と、心か
ら喜んでいた。その気持ちが本当に嬉しい。
台湾の位置づけは厳しいけれど、せめて民間
交流を促進させ、続けて行きたいなと思う。
そして、様 な々困難を乗り越え、今、日台の
盛んな交流が各地で行われている事を喜ば
しく思う。私たちの孫の世代など、若い世代
の交流も、もっともっと盛んになってほしい。
私たちの想いを引き継いで欲しい」と話してい
た。

また、当時少なかった台湾人在校生の藤
原貞子さんは、「吉森さんとは、当時から変
わらず親友です。戒厳令の発令時は、日本
語を話してはいけないから車の中で日本語を
使って話した想い出もあります。終戦で吉森
さんが日本に引き上げてしまう時はとても辛
かった。数年経過後に、空港でやっと再会

ブルビジョン」（２００２年）という映画の存在
から始め、この脚本も手がけた蘇照彬監督
の紹介に続き、監督からのムービーメッセー
ジを披露した。
「シルクは僕にとって、とても重要な作品で

す。一つは、この作品で映画監督として少し
成長したことと、この映画で、今後どんな映
画も撮れるという自信を持ちました。もう一
つは、俳優の江口洋介さんと美術監督であ
る種田陽平さんという日本の映画人と一緒に
作ったことです。一緒に仕事してとても楽し
かったし、僕の大きな支えでした。いまでも
良き友人です。今振り返ると、この映画は完
璧ではありませんが僕の情熱がこの映画に焼
き付けられているはずなので、見ていただい
た皆さんにはきっと伝わっていると信じていま
す。次の作品は、スーパーヒーローものです。
次回作も早く皆さんにお見せできればと思っ
ています」（蘇監督）

江口さんによると、「シルク」は台湾では数
少ないサスペンス映画の成功例で、日本でも
２００６年東京国際映画祭、２００８年に台
湾シネマコレクションで特別上映されたが、

台湾の大学に入学させていただろう」、「是非
うちの高校で、PTA の皆様に講演してほしい」
と話していた。

草加高校の木田一彦校長によると、現在
までに埼玉県の高校から台湾の大学へ進学
者を出したのは５校ほどだが、多いところでは
２０校以上に上る都道府県もあるという。こ
の事を踏まえて木田校長は、「埼玉県からも２
桁の高等学校から台湾の大学への進学者を
輩出し、中国語や英語など３ヶ国語を話し世
界の檜舞台で活躍・貢献できるリーダーとし
ての人材を育成したい」と述べた。

同センターは、台湾の大学への留学（進学）
を目指す学生（主に高校生や浪人生）の支援
を目的に２０１０年９月に設立した非営利法
人団体。２０１４年１１月より、台湾教育部
指導のもとで日本での華語文教育及び台湾
留学推進のための活動を続けている。講師
を務めた安蒜センター長は同事業を手がけて
６年目で、現在では年間２００人以上の学生
を台湾の大学に入学させている実績がある。

できた時は涙がでるほど嬉しかった。私は
日本人が大好きなのです」と涙ながらに話
した。

同会は、今年企画されている台湾旅行
をもって解散を迎える。会は無くなれども、
メンバーはそれぞれの心の中で「台湾とい
う場所は特別な唯一無二の存在である」
と。笑顔で口 に々台湾の想い出を語る姿か
らもその想いは充分に伝わって来る。台湾
生まれの日本人、“ 湾生 ” の存在なくして、
現在活況を呈す日台の民間交流は語れな
いという事が取材を通して感じずにはいら
れなかった。

現在は日本での権利が切れて貴重な上映の
ため、予約は１日で満席となったという。

サスペンス映画であるせいか会場はいつも
より男性の姿が多く目立ち、終映後には「恐
かった！」という声が多く寄せられ、ホラー要
素が印象強かったようだ。

同映画は日本から江口洋介を迎え、張震
（チャン・チェン）とダブル主役のうえ、林嘉
欣（カリーナ・ラム）、陳柏霖（チェン・ボー
リン）、張鈞甯（チャン・チュンニン）、徐熙
媛（バービィ・スー）という豪華キャストで話
題になった。制作費２億元は当時としては最
大で、この年国産映画の興行成績もトップの
２２００万元をあげていた。

同企画の次回は８月６日、「ＫＡＮＯ」の上
映が同じく文化センターで行われる。「ＫＡＮ
Ｏ」は人気作のため、申し込みは先着順では
なく抽選となる。７月６日より９日までメール
で受け付け、７月１１日に当選者にメールで
通知する。

また、４月に上映して大好評だった「藍色
夏恋」を、リクエストに応えるかたちで、１２
月に再上映することを決定した。

樺山国民学校在校生の会が
約50年の歴史に幕～湾生は永遠に～

「シルク」上映会、蘇照彬監督からのムービーメッセージも 埼 玉 県 草 加 高 校 で
台 湾 の 大 学 進 学 セ ミ ナ ー

台湾映画「シルク」の上映とトークショーの様子
(C) アジアンパラダイス

真剣に耳を傾ける参加者たち

講師を務めた台湾留学サポートセンターの
安蒜順子センター長

在校中から今まで変わらず親友だという
吉森康代さん（右）と藤原貞子さん

WWW.DSG140613.COM
08030136399

店
舗
・
事
務
所

　特
集

沖縄・北海道
リゾートホテル、100億以内

都内
30坪土地（建築条件なし）

都内投資物件
3億以内

店舗（自分使用可）
江東区、2億以内

板橋区
倉庫、2億以内

両国近辺
自社ビル兼自宅、2億以内

東京・大阪
投資物件、利回り5％以上、50億以内

募　集
 (すべて買主直接の依頼)

募　集
 (すべて買主直接の依頼)

キャニオンマンション 第二板橋 ２階（１フロア）

●東京都板橋区●三田線 板橋区役所前 １分●ＳＲ
Ｃ／ＲＣ造地下1階地上８階建て●専有面積/３４９．５
５㎡（ 1 0 5 . 7 3 坪 ）● 現 況 / 賃 貸 中 ● 管 理 費
/175,400（修繕費含む）●賃料/702,000円（共益
費・消費税含む）

〈販売価格〉

9,800万円表面利回り8.59％

赤坂ビル　504室

表面利回り7％
〈販売価格〉

2,580万円

投資物件

ベルメゾン池袋　1階

●東京都豊島区池袋１丁目●ＪＲ
山手線・埼京線‧丸の内線‧有
楽町線‧副都心線‧西武池袋
線‧東武東上線 「池袋」駅徒歩
5分●ＳＲＣ造地下1階地上10階
建て●専有面積/350．35㎡（
105.98坪）●現況/空●管理費
/79,500円●修繕費/43,380
円●賃料/1,060,000円●共益
費/132,710円（賃貸募集中）

表面利回り9.11％
〈販売価格〉

15,700万円

西池袋5丁目売ビル

●東京都豊島区池袋5丁目●権利/所有権●地目/宅地
●土地面積/120.21㎡●接道/東側（42条2項道路）
7.46m●セットバック/あり約7㎡●構造/ALC鉄骨造陸
屋根3階建て●完成/昭和62年3月●建物面積/延
182.52㎡●種類/事務所●駐車場/2台分●都市計画/
市街化区域●用途地域/一住●建ぺい率/60%●容積
率/300%●前面道路による制限あり●容積率/160%
●防火指定/防火地域●現況/2階と駐車場以外、入居
中●引渡し/相談●設備/公営水道、公共下水、東京電
力、東京ガス●建て替えの場合、セットバック必要

〈年間総収入〉

6,637,572 円
〈販売価格〉

円

自社使用or投資物件

ロイメント上野

〈販売価格〉

13億 円

●東京都台東区上野7丁目
●JR線・日比谷線・銀座線上
野駅より徒歩6分●用途地域
/商業地域●建ペイ率/80％
●容積率/600％●その他規
制/防火地域●敷地面積
/407.72㎡(123.34坪)●宅
地●建物延床面積/2894.82
㎡（875.68坪）●S造B1/8F
階建●竣工年月/1992年6月
竣工●施工会社/大和ハウス
工業㈱●稼働状況/2016年
7月末で空ビル予定●道路状
況/前面道路幅員16M、側面
道路幅員10M、裏道路幅員
6M●その他（特殊要因・備考
）/1Fオフィスフロア…約20坪
、2F～7Fオフィスフロア…各
階約72坪、8Fオフィスフロア
…約52坪、B1F…夕ーンテ
ーブル式机械駐車場※必要
に応じて改築検討可

●東京都港区赤坂七丁目●土
地権利/所有権●敷地面積
/402.78㎡（約121.84坪）●
持分/3344/165943●用途
地域/商業地域、近隣商業●接
道/南東約15m公道、北西私
道●専用面積/35 .7㎡（約
10.8坪）●構造/鉄筋コンクリ
ート造陸屋根 地下１階付7階建
●所在階/5階●総戸数/38戸
●築年月/昭和47年7月（1972
）●建築主/株式会社邱永漢●
管理会社/東急コミュニティー
●管理形態/全部委託●管理
方式/巡回●管理費/10000円
●修繕積立金/6000円●現況
/使用中●引渡/相談

13,500万

台湾では中国語の他に、台湾語も広く使用され
ています。台湾特有の言葉を覚えて台湾への理
解を深めましょう！

国の名前編

※台湾語は地域により様々な言い回しが
あります。
同コーナーでは一般的に良く使われる
台湾語をカタカナで紹介しております。

台湾語：ダイワン
日本語：台湾
中国語：タイワン（台灣）

台湾語：リッブン
日本語：日本
中国語：リーベン（日本）

台湾語：ビーゴ 
日本語：アメリカ合衆国
中国語：メイゴー（美國）
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所在地：東京都港区港南
交通：JR山手線「品川駅」　徒歩12分
区分面積：76.65㎡　所有権
建物：RC一部鉄骨造　地上36階
建築年：平成16年8月
利回り：4.16％
備考：賃貸中
駐車場：有り

所在地：東京都目黒区三田
交通：JR山手線「目黒駅」　徒歩12分
　　　メトロ日比谷「恵比寿駅」　徒歩12分
土地面積：150.87㎡（45.6坪）　所有権
建物：鉄筋コンクリート造　地上3階建
延床面積：229.85㎡（62.52坪）
建築年：平成8年2月
備考：現状 空
駐車場：有り

所在地：東京都品川区上大崎
交通：JR山手線「目黒駅」　徒歩10分
　　　メトロ日比谷「恵比寿駅」　徒歩13分
区分面積：104.52㎡（31.61坪）　所有権
建物：RC造　４階棟　3、4階部分（最上階）
　　　２LDK+ウォークインクローゼット
建築年：平成22年10月
駐車場：スペース１台分有り
備考：現状　空

FAF不動産コンサルタント 担当者：保坂（携帯 090-4748-8335）（FAX：03-6904-2532）E-mail：hosaka@adagio.ocn.ne.jp　宅地建物取引主任者電話、E-mail、又はFAXでお申込みください。販売担当者 資料請求先

所在地：神奈川県藤沢市南藤沢
交通：JR「藤沢駅」　徒歩5分
区分面積：71.97㎡（29.98坪）+ルーフバルコニー
　　　　　81.60㎡（24.68坪）　所有権
建物：RC造　12階建
用途：共同住宅　33戸
建築年：平成15年2月
備考：現状　空
駐車場：空要確認

所在地：沖縄県久米島町
交通：久米島空港より路線バス30分
土地面積：1,653,00㎡（500,03坪）　所有権
建物：鉄骨造陸屋根4階
延床面積：2,098,76㎡（634,87坪）
建築年：平成15年12月
客室総数：32室
駐車場：10台
備考：車椅子可　バリアフリー用トイレ
　　　客室様式トイレ有り

オーナーチェンジ 売戸建 売マンション 売マンションタワービル 角部屋４階部分（売戸建ビル）
品　川 6,000万円 1億5,800万円三　田

白金長者丸　角部屋メゾネット3-4F
上大崎 1億4,800万円

最上階　ルーフバルコニー広い
藤　沢 4,900万円

オーナーチェンジ 沖縄の売りホテル「ホテルマリンテラス」
沖　縄 2億0,000万円

二世帯住宅も可　角地

ホテル外観 レストラン

「第２５回レイン
ボー ･ リール東京 ～
東京国際レズビアン
＆ゲイ映画祭～」が
７ 月 ９ 日 か ら ７ 月
１８日まで、シネマー
ト新宿、スパイラル
ホ ー ル で 開 催 さ れ
る。同映画祭の企画「QUEER×ASIA ～ APQFFA
傑作選～」では、台湾のチャン・チョンウェン監督
の「ママには言えない私の秘密（２０１５｜台湾、
USA ｜１９分｜北京語、英語）」も日本初上映され
る（シネマート新宿が１５日、スパイラルホール
が１８日に上映）。APQFFA とは、アジア・太平
洋地域での LGBT 映画の支援・振興を目的として
２０１５年に設立された団体を指しており、同企画
は、APQFFA のアライアンスに加盟する映画祭が
推薦する短編映画の中から４作品をピックアップし
て上映するもの。チケットは前売りが１４００円、
当日が１７００円。なお、４回鑑賞できる回数券は
５２００円。チケット問い合わせはこちら→チケッ
トインフォ：070-1404-5368

問い合わせ↓
Mail: contact01@rainbowreeltokyo.com

台 湾 経 済
部 と 台 湾 貿
易 セ ン タ ー

（TAITRA）は
７ 月 ２ ２ 日、
品川プリンス
ホテルのメー
ンタワー１０
階 ム ー ン ス
トーンで、台
湾企業のグローバル人材採用支援活動の一環として

「２０１６台湾企業人材マッチング会」を開催する
（１６時半～２０時半）。日本で同会が開催されるの
は今回が初めて。参加は無料で、対象は台湾もしく
は台湾企業で働きたい意欲を持つ社会人、転職希望
者または学生（国籍不問）。当日は、台湾の製造業
やサービス業の代表的な企業約２０社が来日し、実
際の求人案件などを案内する。また、台湾企業の担
当者から直接説明を聞くことも可能だ（要履歴書・
職務経歴書持参）。事前申込みはこちら→ http://
www.taitra.gr.jp/event/contact-taiwan/index.
html

問い合わせ↓
台湾貿易センター東京事務所 Tel: 03-3514-4700

台湾企業人材マッチング会、日本初開催
台湾の若手演奏家で

構成される「故郷室内楽
団」は８月７日、東京浜
離宮朝日ホールで来日
コンサートを開催する

（１７時～１９時）。同
コンサートは、故郷室
内楽団にとって来日公
演の２１回目コンサー
トであり、台湾で有名
な ピ ア ニ ス ト と し て
知 ら れ る Chiao-Han 
Liao( 廖皎含 )、国家交
響楽団の首席ビオラ奏
者の Grace Huang( 黃瑞儀 ) など、名演奏家が一堂
に会し、台湾音楽の美しさが堪能でき、楽しむ事が
できる幻のコンサートでもある。曲目は望春風、淡
水暮色、採茶歌など、台湾の数々の名曲。当日、入
場券は無料だが事前申込みが必要。連絡は電話、メー
ルアドレスを明記の上、FAX：0297-45-1514また
は E-mail: nakasato@iinet.ne.jp へ。

問い合わせ↓
FAX：0297-45-1514

故郷室内楽団コンサート「傾聴台湾（台湾を聴く）」
日本時代を生きた普通

の人々に焦点を当てた作
品を数多く発表し、台湾
における日本時代ブーム
の火付け役の一人となっ
た作家・陳柔縉さんの講
演会及び座談会が７月
１９日と２２日、大阪と
東京で行われる。戦後生
まれの陳さんから、日本
時代の台湾の物語を書く
という事はどういう事な
のか、そしてどのような
手法でこの時代の面影を追い求めているのかが語ら
れる。１９日は大阪大学外国語学部（箕面キャンパ
ス）B 棟１階プレゼンテーションルーム１４時４０
分から１７時５０分まで。２２日が大阪大学東京オ
フィスで１３時３０分から１６時３０分まで。席に
限りがあるため、事前登録制となっており、申込み
希望者は、mail:tanoue@lang.osaka-u.ac.jp （田
上智宜　大阪大学大学院言語文化研究科・特任助教）
まで氏名・所属を明記のうえ、７月１２日までにメー
ル。
問い合わせ↓
Mail: tanoue@lang.osaka-u.ac.jp

スペースシャワーネット
ワークと台湾の出日音樂股
份有限公司 / TSUJI MUSIC
は ８ 月 １ ９ 日、 イ ベ ン ト

「TAIWANDERFUL( 台 ワ ン
ダフル ) ２０１６」を恵比寿
リキッドルームで開催する。
今年はテーマを「 日台交友
＝ Wonderful Relations」 と
し、トーク・セッション、台
湾グルメ、企業ブースのほか、
Fire EX.（滅火器）、HUSH、大象體操 (Elephant 
Gym) によるライブも行う。ライブチケットの前
売りは１５００円、当日が２０００円。どちらも
別途ドリンク代５００円。「Summer Sonic 2016」
のチケット、CD「TAIWANDERFUL vol.1」、Fire 
EX.「REBORN」（日本盤）のいずれかを持参でも入
場可。「TAIWANDERFUL vol.1」とは８月３日に
リリースされる台湾ポップスのコンピレーション
CD。同ライブ出演者のほか、生祥樂隊、1976、小
男孩樂團 (Men Envy Children)、血肉果汁機 (Flesh 
Juicer)、熊仔、など、台湾の音楽シーンを彩る様々
なジャンルのアーティストを収録している。
問い合わせ→株式会社スペースシャワーネットワーク
Tel：03-3585-3202　（担当：佐久間）

台 湾 文
化 部（ 台 北
文 化 セ ン
タ ー）と 読
売・日本テ
レビ文化セ
ン タ ー（ よ
みうりカル
チ ャ ー）は

「 台 湾 文 化
光 点 計 画 」
の一環とし
て７月より９月まで、カルチャー講座を開催する。
７月２３日には荻窪センターで台湾美術研究家の森
美根子さんによる「台湾近代美術 知られざるその生
誕の物語」が行われる（１４時半～１５時半、受講
料無料）。日本統治時代の貴重な写真と作品を通し
て５０年の歩みを辿るとともに日台の画家たちの交
流秘話が紹介される。

問い合わせ↓
荻窪センター Tel:03-3392-8891

歴史ノンフィクション作家・陳柔縉講演会

台中バンドが高円寺でライブ 台湾のLGBT映画、レインボー･リール東京で上映台湾文化光点計画カルチャー講座、今年も開催台湾の音楽、エンタメを堪能！「TAIWANDERFUL」

Information エンタメ／イベント／日台交流

愛知大学国際問題
研究所・愛知大学現
代中国学会は昨年に
続き、台湾文化連続
講座「フォルモサから
の風 ２０１６」を開催
する。今年のイベント
は、全３回の連続講座
を行う。７月２３日に
は、ジュンク堂書店ロ
フト名古屋店７階ブッ
クサロンで長編小説

『沈黙の島』の著者・蘇
偉貞氏と翻訳者・倉本
知明氏による講演が行
われ、『沈黙の島』の創作背景などを語る（１４時～
１６時）。また、９月１７日は同所で陳儒修氏（台
湾・政治大学メディア学科教授）と、藤木秀朗 ( 名
古屋大学大学院文学研究科教授 )、馬然 ( 名古屋大
学大学院文学研究科准教授 ) による講演が行われる

（１４時から１６時）。【７月２日の講演は既に終了】

問い合わせ↓
あるむ Tel:052-332-0861（担当：吉田）

台湾文化連続講座で台湾文学に触れる

シカゴで開催したマッチング会の様子

日本統治時代の作品で５０年の歩みを辿る
（陳澄波作「淡水中学」1936年）

「ママには⾔えない私の秘密」
も日本初上映

台ワンダフル開催！
アーティストライブも

故郷室内楽団が来日
コンサート ファルモサからの風、

昨年に引き続き開催

台湾人作家・陳柔縉
さん講演会

トーク、ライブ、DJ、
フードなど、全方位的に
楽しめるイベント Hello 
HIGH Pop!! vol.3 が
７ 月 ２ ２ 日、 高 円 寺
AMPcafe で開催される。
この中で台中のバンド
Nowhere 樂團と、日本
のミムラス内藤彰子によ
るライブが催される（開
場１９時、開演１９時
半）。Nowhere 樂團は昨
年、「名為自我的那些」を
リリースし、THE NEXT BIG THING( 台湾イン
ディーズシーン注目バンドが出演するイベント ) の
舞台にも立つなど今要注目バンドのひとつ。さらに
東京のインディーズシーンを中華圏に発信している　
Hello Pop!! の杉本氏によるトークショーも行われ
る。トークショーでは、今年の３月２５日に台南で
開催した台南応援フリーライブ “Music save our 
soul” についてなどが語られる予定だ。チケットは
前売りが１５００円、当日が２０００円でどちらも
別途ドリンク代５００円。
問い合わせ↓
Hello Pop!!  Tel: 080-4306-1974

台中のバンド、Nowhere
樂團がライブ
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蔡英文総統は国家音楽庁で開かれた
NHK 交響楽団（以下：Ｎ響）の演奏会に訪
れ、安倍首相の母安倍洋子さんと鑑賞した。
演奏会開始３分前に２人は観客席に座り、
モーツァルト「フィガロの結婚序曲」や「ヘ
ンゼルとグレーテル」などの演奏を楽しん
だ。Ｎ響のコンサートの台湾開催は、国交

断絶前の1971年以来で、かねて台湾側よ
り強い要望があった。Ｎ響はこれまで、東
日本大震災への支援に感謝する演奏会を世
界各地で開催しており、震災後５年目の今
年、多大な支援が寄せられた台湾での開催
だった。

Jun.3 蔡英文総統、安倍首相の母と演奏会鑑賞
台湾の大手航空会社であるエバー（長

栄）航空が、航空サービスリサーチ会社の
英国「スカイトラックス」により最高ラン
クの「５スター」に認定された。「スカイト
ラックス」社のエドワード・プレイステッ
ド会長が台湾を訪れ、エバー航空の林宝水
会長に「５スター」の認定証を贈った。台

湾メディアによると、「スカイトラックス」
は８００を超える項目について、実際に調
査員が搭乗し、航空会社職員が優秀であり、
空港と航空機の一致性ある高品質なサービ
スが提供されている事を厳格に審査し、「５
スター」認定を決定したという。

Jun.15 エバー航空が「５スター」認定
台北１０１がこのほど、持続可能性を追

求するアジアの企業の「グリーンリーダー
シップ賞」を受賞した。台湾の企業として
の同賞受賞は初めて。台北101の周徳宇
董事長はシンガポールで自ら賞を受け取っ
た。「これからもこの超高層ビルに生命力
を与え、地球環境への貢献を継続させると

ともに、台湾の人々が誇りに感じられるビ
ルを目指す」とした。台北１０１によると、
入居率の継続的な上昇を前提として同ビル
ではスマート・エネルギー・セービング・
システムを活用、２０１５年を２００８年
との対比で、使用電力は９４０万キロワッ
トアワー節約できた、としている。

Jun.24 台北１０１、「グリーンリーダーシップ賞」を受賞

財団法人資訊工業策進会（III）は、日本
のトヨタ IT 開発センターとの協力覚書に
調印し、車載ネットワークと自動運転技術
の研究開発などで協力する。III は、トヨ
タ IT 開発センターとの提携で、次世代の
車載情報通信システムと未来の自動運転技
術などに重きを置くという。また、今回の

提携した技術的な範囲は、災害発生時の情
報通信における車両が果たす役割も含まれ
ている。これにより、車載ネットワークの
応用範囲が従来の道路上の安全確保のため
の通信から、災害時の救援活動や社会問題
の解決など拡大されると期待感が高まって
いる。

Jun.7 資訊工業策進会、トヨタIT開発センターとの協力覚書調印
台湾・国民党の馬英九前総統は、香港

の団体「アジア出版業協会」の式典に録画
映像を送信した中台関係について講演し
た。元来、香港入りして講演する計画だっ
たが、民進党の蔡英文政権が退任直後の馬
氏の香港訪問を「国家機密保護」などの観

点から許可しなかった。馬氏は演説で「香
港はそんな危険な場所だったのか」と、渡
航を許可しなかった蔡政権への皮肉を込め
た。台湾では「国家機密」に触れた者が３
年以内に海外渡航するには、元の所属機関
の許可が必要になる。

Jun.15 馬英九氏、香港入りならず
欧州連合（EU）離脱の是非を問う国民投

票で離脱派が勝利したことに関し、行政院
の林全院長は立法院質疑で、金融市場への
影響に注視していくとした上で、実質的な
影響については、「大きくない」と推定して
いるとした。公的資金による買い支えに関
しては、世界の金融情勢が台湾の金融市場

に大きな影響をもたらした場合には、検討
すると強調。今後の対応について中央銀行
や財政部、金融監督管理委員会などと意見
を交換するという。一方、国家発展委員会
の高仙桂副主任委員は、英国の EU 離脱に
よって、今後台湾の輸出や実体経済に影響
が出る恐れがあると指摘している。

Jun.24 英国のＥＵ離脱、台湾への影響「大きくない」

行政院食品安全オフィスは、観光客な
ども多く訪れる夜市の食の安全性強化策と
して、業者が使用する食材の調達元や商品、
環境衛生、廃棄物処理などに対する検査を
開始すると発表した。行政院は今年３月か
ら台湾全土の夜市を対象にした検査を実
施。検査は段階的に行われおり、第１段階
の検査で業者自身や環境、器具、装備の衛

生面、および食材の調達元、廃油回収など
多方面において視察や指導を行った。今回
新たに始まる検査は第２段階となる。これ
まで視察が完了したの都市は寧夏夜市（台
北市）、廟口夜市（基隆市）、逢甲夜市（台
中市）、学甲夜市（台南市）、六合夜市（高
雄市）、羅東夜市（宜蘭市）など２５カ所に
達している。

Jun.7 夜市の食の安全性強化で、検査実施へ 屏東県政府が台湾で初めてインスタン
トメッセンジャーの LINE が提供するビ
ジネス向け情報提供システム「LINE ビジ
ネスコネクト」を導入した。観光情報や名
所の３６０度パノラマ画像、現地ツアーな
どの各種優待プランを一つのメニュー画面
から選択できる。「優待プラン」には現在約

２０軒の宿泊施設や商店が参画。１対１の
チャットによる問い合わせ機能は耳の不自
由な人にも使いやすい。屏東県の潘孟安県
長は、年間延べ1000万人の屏東への観光
客にとってより利便性が高まるとしてい
る。

Jun.16 屏東県、LINE で観光情報提供

台湾の航空大手チャイナエアライン（中
華航空）の客室乗務員の組合は、勤務体系
や賃金を不満としてストライキを決行。約
１７００人が参加した。ストを受け、同日
就任した董事長ら経営陣が組合側の求める
新たな勤務条件の撤回などを受け入れ、ス
トは終了した。このストで、２５日までの

２日間で台北松山・桃園の２カ所の空港を
離陸する台湾内外行き計１２２便が欠航
し、３万人以上に影響が出た。これを受け
交通部民用航空局は２８日、チャイナエア
ラインやエバー航空など９社に対し、スト
が決行された際の対応策を講じるよう指示
した。

Jun.24 中華航空の客室乗務員がストライキ

米経済誌「フォーブス」が発表した
２０１６年版「世界で最も影響力のある女
性１００人」で、蔡英文総統が１７位にラ
ンクインした。台湾からは唯一のランクイ
ンだった。ドイツのメルケル首相が６年連
続で首位。２位は米大統領候補のヒラリー・
クリントン前国務長官、３位はイエレン米

連邦準備制度理事会議長だった。このラン
キングは、世界２８か国・地域の政治、ビ
ジネス、科学技術、慈善事業など各分野か
ら、影響力を持つ女性１００人を選出した
もの。今年は世界レベルのリーダー１２人、
企業経営者３２人、富豪１１人がランクイ
ンした。

Jun.7 蔡英文総統、世界で影響力のある女性１７位に 先月の総統就任祝賀式で国歌を斉唱し
た屏東県の「希望児童合唱団」が、７月
２０日に予定していた中国大陸・広州での
合唱フェスティバルへの出演を取り消され
ていた事が分かった。同合唱団は、台湾原
住民のパイワン族の小学生で構成され、式
典では蔡英文総統が同族の血を引いている
事などから、民族の古謡のメロディーを取
り入れるなどしてアレンジされた国歌を披

露していた。同合唱団教師の呉聖穎さんに
よると、式典から約1週間後、出演取り消
しの通知が主催者側から届いたという。こ
れに対し蔡総統は、自身のフェイスブッ
ク上で、自著「英派」の印税５０万元（約
１６０万円）を合唱団の欧州遠征のために
寄付すると表明した（元 = ニュー台湾ド
ル。）

Jun.16 台湾原住民合唱団、中国公演取り消し

台湾最大の音楽賞「ゴールデン・メロ
ディー・アワード」（金曲奨）の第27回授
賞式が台北アリーナで行われ、蘇打緑（ソー
ダグリーン）は最優秀作詞家賞、最優秀編
曲者賞、アルバムプロデューサー賞、最優
秀バンド賞、最優秀中国語アルバム賞を獲
得し５冠となった。また中国語部門では、

林俊傑（リン・ジュンジエ／ JJ）が最優秀
男性歌手賞を、彭佳慧（ジュリア・パン）
が最優秀女性歌手賞を受賞した。さらに日
本人歌手の平井堅もゲスト出演し、新曲「魔
法って言っていいかな？」を披露した。平
井の同賞授賞式出席は初。

Jun.25 金曲奨で蘇打緑が５冠

台中市の林佳龍市長は二期検査を５月
に終えた同市の台中国家歌劇院を視察。大
劇場のオーケストラ席に立ち、その設備を
評価した。また林市長は建設局及び文化部
に対し、それぞれ施設、景観の持続的改善
に努めるよう要求した。同院は曲線状の壁
を構造上の主体とした台湾初の建物で、工

事は２００９年１２月に開始され２０１４
年１１月に一度落成を迎えたものの、多数
の欠陥が発見されたため改修が進められて
いた。現在は三期検査に入っており、今年
７月に検査終了する。なお使用開始は今年
９月の見通しとされている。

Jun.13 林台中市長、台中国家歌劇院を視察
シンクタンクの台湾世代智庫は、発足

から1カ月を迎えた蔡英文政権に関する世
論調査の結果を発表。６２．１％の市民が
蔡政権に「満足」と答えていたとした。蔡
政権を6割強が「満足」とし、「非常に満足」
と答えた人は１７．４％だった。一方「不満」
は２４．５％で、そのうち「非常に不満」が

８．４％だった。蔡政権の将来の可能性を
信じているかとの質問には６５．４％が「信
じている」とし、「信じていない」としたの
は２４．５％。調査は６月１７～１８日に
実施。２２県市に住む２０歳以上の市民を
対象に１０７０人から回答を得た。

Jun.20 蔡政権、世論調査で６２．１％の市民が「満足」

海軍陸戦隊の兵士複数人が犬を虐待し
て殺し、その様子を動画撮影していた事が
分かり、国防部の関係者らが相次ぎ謝罪
した。虐待に関わった兵士９人のうち３
人は動物保護法違反での送検が決定。1年
以下の懲役に加え１０万～１００万元（約

３２万～３２０万円）の罰金が科される恐
れがあるとしている。所属していた軍施設
周辺などでは１００人以上の市民による抗
議活動が起こるなど社会に衝撃が広がっ
た。（元 = ニュー台湾ドル）

Jun.27 兵士複数人が犬殺害で送検

Digest News — 1ヶ月の出来事をダイジェストで振り返ります June

台北駐日経済文化代表処の謝
長廷代表は６月１４日、民進党代
表代行の蓮舫参議院議員の訪問を
受けた。両氏は旧知の間柄であっ
た事から、和やかな歓談の場と
なった。歓談中は日本の民進党に
関する話題、間もなく公示される
日本の参議院議員選挙、日台の選
挙の相違点、台湾で発足した立法
院の蘇嘉全院長を会長とする「立
法院台日交流聯誼会」についてな
どの話題が挙がった。謝代表は、
この度の駐日代表就任は蔡英文総
統が日本との関係を重視している
表れであり、日台間のさらなる
友好促進のために頑張っていき
たいと意欲を語った。蓮舫議員
は１９６７年、東京で台湾人の
父と日本人の母との間に生まれ、

１９９５年～１９９７年、北京大学漢語中心に留
学。中国語や中国の文化、政治経済を勉強した。
２００４年７月に第２０回参議院議員選挙 ( 東京
都選挙区 ) で初当選。現在は、民進党代表代行で
参議院議員１２年目。

蓮舫参議院議員が謝長廷代表を訪問
駐日経済文化代表処

珊瑚の展示会が６月６日より
１４日まで、沖縄うるま市と台北
市にて同時開催された。同展は沖
縄県うるま市の離島と台北を結
び、変わりゆく海の現状を「アー
ト」で表現した作品展で、期間中、
沖縄の会場と台湾をモニターでつ
なぎ展示会を行った。同会は、現
在台湾の国立台湾芸術大学に留学
中で台湾の歴史や文化を学ぶ町田
佳子さんが企画した。同１２日に
は公民館で開幕式が行われ、那霸
分処の蘇啓誠処長、中華航空（チャ
イナエアライン）那霸支店の李志
強支店長及び市民ら１００人が参
加した。同会の挨拶で蘇処長は、

「台湾と沖縄では、近年沖縄を訪
れる台湾人観光客数が急成長して
おり、経済的な往来が密接である」

とし、台湾と沖縄間の大学交流状況についても紹
介した。「国立台湾芸術大学は今年の９月に沖縄
県立芸術大学と交流協定調印を予定しており、こ
れは喜ばしいことだ。同処でも協力できる部分は
協力していきたい」とした。同会ではこのほか、
沖縄国際大学の学生と現地の演奏家による三味線
による沖縄民謡が披露された。会の最後に国立台
湾芸術大学の学生が、中国語・日本語・台湾語で

「涙そうそう」を歌った。

珊瑚の展示会で日台芸術大学生交流
駐那覇分処

大阪弁事処とメディアとの交
流促進を目的に、大阪弁事処の張
仁久処長は6月2日、朝日新聞大
阪本社の後藤尚雄代表を表敬訪問
した。会談で日台関係及び双方
の交流について意見交換が行わ
れた。張処長は、「台湾は、再度、
平和的な政権交代を果たした。（新
政権でも）日本、アメリカ、ヨー
ロッパ諸国らを肯定しているほ
か、日台関係の継続的な発展に期
待している」と述べた。また張代
表は、朝日新聞が積極的に双方の
各面での交流を促進している事に
対し、また今年１２月に国立故宮
博物院で陶磁器展の開催予定につ
いて、それぞれ期待の意を表した。
これに対し後藤代表は、朝日新聞
は今後も持続的に日台交流を促進

していく。さらなる日台関係の発展にも注意を向
けたいとした。朝日新聞は日本で發行している一
般紙で、毎日６００万部（公称）を発行している。

張処長が朝日大阪本社代表を訪問
駐大阪弁事処

札幌分処の陳桎宏処長は６月
１４日、恵庭商工会議所で行われ
た恵庭日台親善協会第一回定期総
会で講演した。同会は今年３月
１２日の成立後、初の総会開催
だった。「台湾と北海道の交流の
現況及び日台関係の展望」をテー
マに講演を行った陳処長は冒頭、
今年台南で発生した震災に対する
恵庭市からの支援に感謝の意を表
し、日台双方の架け橋として当処
の役割りを改めて紹介した。また、
先の総統選挙にて台湾で３度目と
なる政権交代が平和裏に達成され
たことに触れ、台湾が民主化を達
成するに至った過程や日本との友
好的な関係、今後の日台関係の展
望等について説明を加えた。一方
経済交流について、北海道と台湾

の企業にはそれぞれ長所があり、相互補完関係に
あるとし、双方の経済・貿易関連のデータをグラ
フで紹介した。また、日本企業からのさらなる台
湾への投資及び経済連携強化を要望した。同会に
は、土谷秀樹会長、恵庭市の原田裕市長、北海道
議会田中芳憲議員、恵庭市議会伊藤雅暢議長、恵
庭観光協会村本隆二会長初め、地元を代表する約
９０人が参加。講演会後には恵庭に留学している
台湾人留学生も交え、親交を深めた。

陳桎宏処長が恵庭日台親善協会定期総会にて講演
駐札幌分処

福岡分処の戎義俊処長夫妻ほ
か同処の関係者は６月２５日、大
分県日華親善協会年度総会及び懇
親会に参加した。同会には衆議院
の穴見陽一議員、衛藤征士郎議員
夫人の衛藤まり子氏、大分県議員
兼二豐日華親善協会会長の志村學
氏、別府市の猪又真介副市長、玖
珠町の朝倉浩平町長ら約１２０人
が参加した。戎処長は挨拶で、先
の熊本県及び大分県地震で被災し
た人々に慰問の意を表した。さら
に「日本と台湾はともに天災が頻
繁に発生する国であり、毎回天災
発生時には相互で協力しあうなど
関係が密接である。今後もこの友
好関係のもと、観光面での地方交
流だけでなく、両国の防災面での
協力も促進させたい」と訴求した。

なお、来賓からの挨拶で、次々と台湾政府からの
地震に対する支援に対する感謝の言葉が述べられ
た。同時に大分県の災害状況は熊本ほど厳しいも
のではなく、被害を受けていない観光スポットも
多いとし、台湾からの観光客に訪れて欲しいとす
る要求が多くあった。なお、懇親会では太平洋立
命館大学及び別府大学の台湾人留学生ら４４人も
参加し、交流を深めた。

戎処長、大分県日華親善協会年度総会及び懇親会に参加
駐福岡弁事処

日台経済文化交流協会（上村直
子会長）は６月１４日、ホテルモ
ントレ横浜で年度総会及び懇親会
を開催した。横浜分処の粘信士処
長夫婦、神奈川県庁政策局調整監
の蛯名喜代作氏、横浜市政府所属

「横浜企業経営支援財団」（IDEC）
の牧野孝一理事長、台湾貿易セン
ター東京事務所の石丹副所長、湘
南日台未來交流協会の添田宏高会
長、静岡日台友好協会の谷川博司
会長ら約５０人が出席した。上村
会長は「会長に就任し２年あまり
だが、横浜分処の指導の下、日台
関係における有益な発展の基礎を
構築してきた」と成果を述べた。
このほか粘処長より、日台経済文
化協会の台南大地震に向けた義援
金の寄付に対し感謝状が贈られ

た。粘処長は、同月に高雄市の陳菊市長と台南市
の賴清德市長が熊本を訪問し、義援金を手渡した
事を説明したほか、すでに日本は新北市など６県
市と「防災合作協定」を結んでいる事なども説明
し、災害に関する日台交流の密接さを強調した。

日台經濟文化交流協会が懇親会
駐横浜分処

台北駐日経済文化代表処・各分処
〜活動内容情報〜

日本にある台湾の代表機関である台北駐日経済文化代表処では、在外邦人の保護、ビザの発給、
貿易推進、学術・科学技術・文化・スポーツ交流など、大使館や総領事館並の業務を推進しています。
ここでは代表処及び各分処の最新情報を毎月お届けしていきます。

※資料提供：駐日経済文化代表処・各分処※

謝長廷代表（右）と蓮舫参議院議員

珊瑚の展示会、開会式

張処長（右）は朝日新聞大阪本社の
後藤代表を訪問

陳処長の講演の様子

総会及び懇親会には多くの来賓が出席

粘処長（左）から、上村会長に感謝状が
贈られた



2016年7月4日発行（毎月第1月曜日発行）No:2316　総合

東武鉄道（本社：東京都墨田区、根津嘉
澄社長）は６月１７日、台湾鉄路管理局（本
社：台湾台北市、周永暉局長、以下：台鉄）
の特急自強号の「普悠瑪（プユマ）」号の外
観デザインを東武鉄道の特急「りょうもう」号
２００型車両１編成（６両）に施し同日、運行
を開始した。東武鉄道の車両の外観が海外
の鉄道車両デザインに変更されるのはこれが
初めて。東武鉄道広報担当者によると、同デ
ザインの車両は次回の修繕まで当面の間運

台湾の原住民族により編成された伝統的
舞踊と音楽のパフォーマンスチーム「原舞者」
のメンバー８人は６月１９日と２０日、台北駐
日経済文化代表処台湾文化センターと慶應
義塾大学三田キャンパスでそれぞれ公演し
た。テーマは「海への記憶」で、阿美（アミ）
族と卑南（プユマ）族が祭りの際に実際に用い
られている儀式的な音楽と舞踊を披露した。
日本での公演は今回が２回目。また、台湾
文化センターと協力して公演を取り仕切った
慶應大学アート・センターの森下隆さんは「同
大で台湾原住民のパフォーマンスが行われる
のは初めて」と話していた。

公演では、先に「原舞者」の芸術総監督で
ある懷劭・法努司さんによる原住民の民族に
ついての説明のほか、１つ１つの踊りの意味
などを事細かに解説。また、パフォーマンス
後のＱ＆Ａでは、日本人来場者や中国人来
場者からの原住民関連の質問が次 と々投げ

「第２５回 YOSAKOIソーラン祭り」が６
月８日より１２日まで北海道札幌市で開催
され、台湾から台北市の文化大学藝術学
院ダンス学科の学生ら６５人からなる交通
部観光局のチーム「Time for Taiwan」
が参加した。観光局のチームが同祭に参
加するのは今年で１４回目。今年の台湾
チームは、台湾伝統パフォーマンスなどで
台湾文化を来場者らに伝えたほか、観光
局スーパーミッション隊・隊長の台湾喔熊

（オーベア／ Oh!Bear）も登場し、会場
を盛り上げた。

また同１１日・１２日の両日、大通り公
園７丁目に「台湾観光 PRブース」を設け、
台湾と札幌を直行便で結ぶトランスアジア
航空（GE)、エバー航空（BR)、チャイナ
エアライン（CI)とともに各種観光資料や最
新情報の案内、台湾プレゼントが当たる抽
選サービスタイムを実施した。こうしたイベ
ントを通じて台湾を広く紹介していた。

北海道と台湾は、観光文化交流活性化
の一環として２００３年より「台湾ランタン

行するという。
東武鉄道と台鉄は昨年１２月に友好鉄道

協定を締結しており、これまでに相互乗車券
交流サービスや共通エンブレム掲出列車の
運行、協定締結記念乗車券の発売、台北
駅構内での東武鉄道ＰＲコーナー設置などを
行ってきた。このほどの車両塗装は、協定締
結企画の第二弾として実施したもので、同デ
ザイン車両には、プユマ号の白い車体の側面
に赤色で描かれた「ＴＲＡ（台湾鉄道官営局
の意）」の文字をりょうもう号の「ＲＹＯＭＯ」
に変更して掲出しているほか、共通デザイン
のエンブレムや今年新造されたプユマ号のみ
に掲出されている「猿（今年の干支）」マーク
も施されている。

同１７日には東武スカイツリーライン浅草駅
３・４番ホームにて同デザイン車両の出発式
が行われた。式典には東武鉄道取締役兼鉄
道事業本部長の都筑豊氏、東武鉄道浅草
駅長の下総功治氏のほか、台湾側から台鉄
総工程司の徐仁財氏、台湾観光協会東京事
務所長の江明清氏が出席し、テープカット及
びフォトセッションを行った。なお、同デザイ

かかられ、懷劭・法努司さんが１つずつ丁
寧に返答し、来場者の台湾原住民について
の理解を深めた。

懷劭・法努司さんは、「同公演は、台湾の
文化の多様性を日本に知ってもらう事が大き
なテーマ。質疑応答の時間に沢山の質問が
あり、皆さんが台湾文化に沢山興味を持って
いただいている事を実感でき、感動した」と
話した。

台湾文化センターの朱文清センター長は、
「『原舞者』は、観光客向けの踊りではなく、
フィールドワークで調査した祭りのための踊
り、歌を集めて伝承してきたもの。台湾文化
部が同グループを日本に紹介したいとの事で
アート・センターに推薦した。今後も、日本
の大学や台湾に関心を持つ人に向けて、台
湾伝統文化を紹介していきたい」と述べた。

公演後、森下さんは、「神秘的なパフォー
マンスで、とても心に響いた」とする一方で、

フェスティバル」と北海道の「YOSAKOIソー
ラン祭り」との日台相互交流が開始されてお
り、今年で１４年目を迎えている。

一方、双方の交流の持続的な促進を目指
し、台湾観光協会と北海道観光振興機構及
び札幌観光協会の三者は、同祭の開催前の
同９日、札幌市内で調印式を実施した。同
会で三者は相互協力に関する協議書に調印
し、未来の密接な相互連結のための体制を
整えた。調印に関して、北海道観光振興機
構の近藤龍夫会長及び札幌観光協会の星野
尚夫会長はともに、「さらに多くの北海道民が
台湾へ旅行するように協力し、交流を拡大し
ていく」とした。

観光局はこれまでと同様日本市場に対し、
グルメ、ロマン、ロハス、ショッピング、生態、
文化の６テーマを主軸に市場ＰＲを続ける方
針で、昨年５４２万５０００人を突破した相
互訪問旅行者数を６００万人に増やすことを
目標としている。

ン車両の出発の際には、下総浅草駅長が「猿
（今年の干支）」マーク前で合図した。

友好協定後の交流について都筑本部長は、
「前回のエンブレム掲出や今回のデザイン車
両の運行は、乗客の方 に々注目していただけ
るので、とても宣伝になる。今回のデザイン
も大変気に入っている。台湾からのお客様も
乗車いただければと思う。また、同デザイン
車両を見た日本の乗客の皆さんには、“ 台
湾に行って本当のプユマ号に乗車したい ”と
思っていただければ」と期待した。

一方の徐氏は、「台湾と日本の鉄道交流を
通じて、多くの台湾人旅客が日本へ足を運び、
また、多くの日本人旅客も台湾へと訪れてほ
しい。これが我 の々最大の目的だ」と述べた。

なお、デザイン車両運行を記念して同日よ
り、台紙と乗車券が車両の形をした１枚の硬
券に印刷された記念乗車券を２０００セット
発売した（７月３１日まで、売切れ次第終了）。
東武線の３８駅のほか、東武グループツーリ
ストプラザでも購入可能。この取組みで相互
乗車券交流サービスの拡大を目指し、さらな
る台湾人旅客の誘致も図る構えだ。

「こちらとしては、会場などの準備不足が反
省点だ。次回はもっと大きな会場、または野
外でも公演できれば」と次回への期待を述べ
た。
「原舞者」は１９９１年に結成され、現在は

約２６人。台湾各地を巡回し、数百回にの
ぼる公演を実施してきた。１９９２年には民
間が制定する最高の賞である「呉三連文芸
賞」も、芸術部門で受賞している。

東武・りょうもう号が台鉄・プユマ号デザインで運行！

リアルな原住民伝統舞踊・音楽、日本で伝える

YOSAKOI ソ ー ラ ン 祭 り に
台 湾 観 光 チ ー ム が 参 加

「普悠瑪（プユマ）」号のデザインを施した、
特急「りょうもう」号

来場者も舞台にあがり、一緒にダンス

調印式にて。台湾観光協会の戴副会長（右２）と、
北海道観光振興機構の近藤龍夫会長（中央）、

札幌観光協会の星野尚夫会長（右１）

交通部観光局のチームが参加

台湾新聞『暑中お見舞い名刺広告』ご出稿のお願い台湾新聞『暑中お見舞い名刺広告』ご出稿のお願い

申込先：台湾新聞社　TEL ０３－５９１７－００４５

台湾新聞では、8月1日発行の232号にて『暑中お見舞い名刺広告』を掲載致します。
是非この機会に時候のご挨拶とともに、各団体・企業のイメージアップ・PR効果としても、ご利用お
役立てください。ご出稿を心よりお願い申し上げます。

掲載はモノクロです。2 枠の場合は完全データでの入稿でお願い致します。
（オリジナルデザインで作成ご希望の場合、別途２万円頂きます）

□1 枠（縦79㎜×横58㎜）2 万円（税込）※デザイン固定
□2 枠（縦79㎜×横118.25㎜）3 万円（税込）

掲載枠

お申込み締切日：2016年7月15日（金）



2016年7月4日発行（毎月第1月曜日発行）No:231 連載・書籍　7

「金瓜石の生き字引」といわれた陳武夫さ
ん。1929年に金瓜石で生まれ、金瓜石公
学校、高等小学校を卒業して鉱山に入り、
戦後になると台湾大学で地質学を学んだ。
大学卒業後、金瓜石で採掘部長や探査部
長を勤め、退職後も金瓜石鉱山の研究を続
けた。だが2000年、79歳で他界し、私が
2004年に金瓜石を訪れた時に会う事はでき
なかった。2008年にご子息らが陳武夫さん
の功績をまとめた『懐念的故郷金瓜石』を出
版した。生前の陳さんに会う事が出来なかっ
た私はこの本を陳さんの姉の林陳翠芬さんか
ら頂いた。林さんは知的で矍鑠（かくしゃく）
とした女性である。1927（昭和2）年8月、
林さんは日本人産婆の手で金瓜石に生まれ
た。金瓜石公学校で日本語を学んだので流
暢に丁寧な日本語を話す。インタビューも「日
本語でお願いします」という。最初の打ち合

６月頭、いつものアジア出張から一転、飛
行機１１時間、初となるオランダ・アムステル
ダム出張に行ってきました。しかも台湾チー
ムとの共同出張。オランダで開催されている、
とある大型音楽フェスのアジア興行について
の視察と打ち合わせでした。台湾から一緒に
行ったのは、台湾大手のイベント会社で、昨
年から僕も何度か台湾で一緒に仕事をしてい
る仲間たちです。僕は台湾で会社を始めて２
年ですが、今では映画企画制作やイベント
企画などの仕事も、台湾を軸に色 な々仲間と
出会い、一気に香港や中国、韓国などアジ
ア中に広がりはじめ、さらに今回は、台湾チー
ムとタッグを組んでアジア以外のチームと仕
事。今後は、アジア混成チームで世界に挑
戦していくというケースもあるのかと、新たな
可能性を感じました。

さてさて、今月ご紹介するのは、先月台湾
で出会った石岡秀奈さん。６月に台湾の大
学を卒業するという２２歳の女子。「中国語を
話せるようになったら就職に有利だから」と親

から台湾を勧められて日本の高校を卒業して
台湾の大学に進学。中国語は全く話せなかっ
たようですが、中国語をマスターするために
彼女がまず台湾でやったことは２つ！１つは、
台湾の学生たちが好きなゲームを自分もやる
こと！そして、台湾の彼氏を作ること！それを
見事に実践した彼女は、たった３ヶ月である
程度の中国語はマスターできたとのこと。今
では日本語教師や通訳・翻訳のアルバイトも
しているらしい。素晴らしい！そして、以前か
らゲームが好きだったこともあり、今では、自
ら中国語で台湾の人たちに向けたゲーム実
況をするインターネット動画をアップして、企
業から広告の仕事が取れるまでになったとの
こと。台湾版 YOUTUBER です！！台湾に
来て困ったことを聞くと、ゴキブリが多いこと
くらい。とにかく日本より台湾にいることの方
が好きのようで、「就職に有利」ということで中
国語を学びにきたはずだったのに、今となっ
ては「もちろん、卒業後も台湾に残り、台湾
生活、台湾仕事を続けます！台湾大好きで

す！」と笑顔で語っていた。こういう学生が増
えてきていることを日 目々の前で感じ、改めて、
僕は彼女たちのようなエネルギーや存在と共
に、今という時代を生きているのだということ
を実感したのでした。

先日台湾に行った際、念願だった台湾
の民宿泊を体験してきました！

台湾では今、国内旅行で泊まるなら民
宿！という人が増えています。日本人が民
宿と聞いたときは、“ 少し古びた民家のよう
なこじんまりした建物 ” を想像しますよね？
でも台湾の民宿は違うのです。最近は台
湾各地にとても綺麗で広 と々した民宿が数
多く誕生しています。ほとんどの民宿がそ
れぞれテーマを持っていて、デザインされ
ています。外観だけでなく、部屋の中もす
ごいですよ！プールがあったり、吊り下げ式
の椅子である「ハンギングチェア」があった
り・・・。まるでリゾートに来たかのような
気分を味わえます。しかもお値段もお手頃！
部屋にプールがあるのに１部屋２万４千円
くらいのところも沢山あります。台湾のホテ
ルや民宿は大体のところが「１人いくら」で
はなく、「１部屋いくら」なので２人で泊まれ
ばとてもお手頃ですよね！

台北に泊まるならやはりホテルが便利で
すが、それ以外の都市に行くなら絶対に
民宿がオススメです！宜蘭や日月潭付近、
墾丁などに旅行を考えているならば是非民
宿を予約しましょう！

ちなみに私が泊まった宿泊地は、台北
からも電車で１時間位の宜蘭県。場所は

今から10年くらい前でしょうか。家族で
初めて花蓮に行きました。それまでも個人
旅行、新婚旅行、家族旅行、仕事と台湾
には何度も行っていましたが、花蓮のある
東部は電車の本数も限りがあり、現地でも
移動しにくそうな先入観があったので、か
なり気合を入れて向かったのを覚えていま
す。

ただし、直行の在来線に乗れば、さして
問題はなく、あの美しい山 と々太平洋を眺
めながらののんびりと過ごした初めての花
蓮の思い出は、今でもかけがえのないもの
になっています。その思い出の一つが「曾
さんタクシー」との出会いでした。

その頃、発行された有名な某ガイドブッ
クには「花蓮周辺のタクシーはボッタクリが
多い」という記載があり、それを信じてなん
となくタクシーを乗ることも気が引けたので
すが、しかし名所が点在している花蓮。周
辺での移動はどうしてもタクシーに頼らざる
を得ませんでした。

そんな中でたまたま街中で乗ったタク
シーは、曾さんという50代くらいの人が運
転するもので、片言ではあるものの日本語
が少し話せたことで意気投合。結果、タ
クシーメーターの端数をおまけしてくれるな
ど、某ガイドブックとは全く逆の旅の楽しい
1コマになりました。

しかし、話はこれだけに留まらず、花蓮
の滞在期間中、近辺の流しのタクシーを
拾ってもたまたま偶然「曾さんタクシー」に
3回も乗ることとなりました。花蓮は特別
大きな街ではないですが、しかし、同じ人
のタクシーに3回も乗るというのは、いくら
なんでも縁があるということで連絡先を交
換し、花蓮、太魯閣のことはもちろん、東
部全体の情報を教えてもらうようになりまし
た。

曾さんは地元・太魯閣族出身で、日本語は、
おじいさんから教わったそうです。観光タク
シーを家族総出で経営しているのですが、自
分たちの生活のための仕事はもちろん、一
方で地元の子どもたちがグレたりしないよう
無償でテコンドー道場を開き、武道を教える
ための費用もここから捻出していると聞きまし
た。結果、曾さんの活動は花を咲かせ、台
湾代表のテコンドーのオリンピック選手を育
てたことで、新聞やテレビでも取り上げられ
たことがあるようでした。実際、地元では慕
われている様子で、僕が何度か曾さんと花蓮
を歩いていると、警察官から、思春期でちょっ
とグレがちな子までが曾さんに挨拶をしてくる
のを何度か見ています。

曾さんと僕は厳密には正確な言葉が通じな
い関係ですが、台湾・日本双方で天変地異
が起きたときなどにはお互いに連絡を取り合
うような関係になりました。「地震でも原発で
も、日本で困ったことがあったら花蓮に来れ
ば大丈夫だ」と曾さんは言ってくれます。

ちょっとした偶然から、長く付き合える友だ
ちになれるところは台湾と日本ならではとも思
いますし、そういった、長い人生の中で何度
もない体験ができることもまた台湾旅行の魅
力です。花蓮での曾さんとの出会いで、そん
なことも思いました。

わせの時に「日本の若い人の言葉の乱れは良
くないですね」と言っていたのが印象的だっ
た。

林さんの父は、金瓜石鉱山の日本鉱業で
鉱夫頭として働いていた。戦前、戦中は台湾
人の鉱夫の確保に奔走していた。林さんも卒
業後、日本鉱業の庶務課で日本人課長の給
仕をしていた。その頃、1940（昭和15）年。
林さんは１０代だった。金瓜石は活気がみな
ぎっていた。
「日本人は待遇が良く、至れりつくせりとい

う様子だった。日 の々給料が保障され、欲し
いものを注文すれば購買所から必要な品物
を社宅まで配達してくれた。当時としてはめず
らしく社宅は電化されていた。金瓜石に来る
日本人は『もう帰りたくない』と話していた」。
その後林さんは庶務課から労務課に移り、
鉱夫たちの実情を目の当たりにする。

台湾各地から台湾人がやってきたが日本
人との格差が顕著だったという。賃金や手当
は補償されていたが日本人よりずっと低かっ
た。「でも仕事につけばお金がもらえるのでみ
んな集まってきた」。林さんの印象に残ってい
るのは仕事の中身だ。日本人は鉱山の現場
監督で過酷な坑内作業を行なうのは台湾人
だった。坑内で働く鉱夫の多くは珪肺になっ
た。珪肺になると療養中３ヶ月間は給料が出
るが、ほとんどの人が復帰出来ずクビになっ
た。「クビになる時に200円の手当がついた」。

１年に一度か二度、事故も起こった。昭
和20年に大きな事故がタテ坑で発生した。
海の下に掘られたタテ坑に海水が入り台湾
人の鉱夫たちが水没した。亡くなった人の遺
族には200円の見舞金がでた。こうした事
故にみまわれたり珪肺を患って亡くなるのは
台湾人ばかりだった。「日本人に比べて安い
賃金、過酷な坑内での作業、痛ましい事故

宜蘭名産のネギ畑に囲まれた長閑な所。施
設は１棟１棟違う色で、イタリアのブラーノ島
のようなイメージ。私が台湾人の友人３人と
泊った棟は２階建てのヴィラタイプで、天井
がとても高く、大きな窓からは景色が一望で
きる作り。また、施設内には大きな池もあり、
優雅に泳ぐ白鳥を見る事も出来ました。朝ご
はんもその土地の食材を使用したビュッフェス
タイルのもので大満足。なにより、どこを見
ても掃除が行き届き、清潔感があるのが魅
力的でした！

夏休みどこに行くかで悩んでいる皆さん、
台湾の地方都市に行って民宿に宿泊し、近
場リゾートを楽しんでみてはいかがでしょう
か？

••• でも台湾人はそうした境遇に甘んじて
いました」と林さんは哀しい面持ちで語った。
戦争末期になる頃、日本人社員も兵隊に応
召されていく。昭和1８年には金の採掘は中
止、19年には銅の採掘も中止となっていた。

アメリカ軍の空襲は海側の製錬所に２度
あった。山側の施設に対してなかったのは、
まわりが山に囲まれ風が強く、戦闘機が進入
出来づらかったからだ。

街のはずれには捕虜収容所があった。太
平洋戦争緒戦で、シンガポールで捕虜となっ
た800人のイギリス兵とオーストラリア兵たち
がいて坑内作業にかり出されていた。40度
の坑内での労働で病気になり半数が命を落
とした。彼らは台湾人より劣悪な環境で厳重
な監視下におかれていた。

林さんの指摘は厳しい。なるほど「金瓜石
の生き字引」の姉だけある。だが「それでも
日本時代は良かった」という。いよいよインタ
ビューも終わりかけの時であった。「水道がし
かれ、電化されるなど整備された町。赤いレ
ンガ道、購売所、娯楽施設があり、町の雰
囲気も良かった」。日本鉱業の事務所の中で
働き、まわりは日本人が多かったが、少女だっ
た林さんは可愛いがられたようだ。「日本人は
礼儀正しかったです。時間もきちっと守るし、
まじめな方が多かった」。

でも最近の日本人は昔と違うという。「特に
若い人の日本語の乱れが気になります。『ラ抜
き言葉』ですか？私にはとても理解できませ
ん」。話す事は厳しいものの林さん眼差しは
優しく、終了後も頭を下げ礼を述べられた。
その後、金瓜石の映画が完成し、金瓜石で
上映会が行なわれた時、林さんの住んでい
た台北から電話がかかってきた。体調をこ
わし会場に来られないことについての電話で
あった。律儀な林さんであった。

日本人に囲まれた10代の思い出−−林陳翠芬さん

台湾で泊まるなら絶対「民宿」！！

文：林 雅行（映画監督）

第十九回 松田義人（deco／編集者・ライター）

すぐ友だちになれるのは台湾・日本ならでは
花蓮の「曾さんタクシー」

の出会い
偶然から親友になれるのは台湾と

日本ならでは
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台湾新聞231号 読者プレゼント

本書は台湾と日本を行き来しながら、両国を
結ぶ「台日系カルチャー」を発信するクリエイティ
ブ・エイジェンシー「LIP」の田中佑典さんと西
山美耶さんが執筆した、創意工夫の凝らされた
台湾紹介本だ。台湾全土の地図 (１６ ページ) 
を収録しているほか、本書のカバーは広げると
８８ 種の台湾雑貨が一覧できるポスターになっ
ており、バラエティに富んだ装丁となっている。
内容は、台湾に通いつめた日本人からみた台湾
の生活習慣、常識、カルチャー、流行、グルメ、

観光などがぎっしりと１冊につまっており、細部
まで読み応え抜群。現在、台湾に関する「観光」

「グルメ」の紹介本は巷に溢れるが、本書は台
湾の生活習慣などの細部を網羅してある。類似
する書籍にはないところが本書の特徴でもある。
読み終えると、台湾人になれるのではないかと
思ってしまうから不思議だ。日本人が知らなかっ
た台湾事情が掲載されている本書で、よりリア
ルな台湾を感じてほしい。

（文：You Li Xiang）

7日本と台湾をまたいで働く若者達の過去・現在・未来！

－イベント情報－
発売記念のイベントが開催されます。
日時：7月7日（木）開場19:00 ／開演19:30 ／終了21:00
会場：H.I.S. 表参道営業所　旅と本と珈琲と
入場料：1000円
予約はこちらへ→ peatix ページより：http://peatix.com/event/177849

林陳翠芬さん

「曾さんタクシー」は山岳部の案内も

カラフルな宜蘭の民宿

石岡秀奈さん

台湾新聞をご覧の皆様の中から抽選で3名様に本書「LIP 的台湾案内�こんにちは！新しい台湾」をプレゼ
ント致します！応募方法は、ハガキに応募券の切り抜きを貼り付け、お名前、ご住所、お電話番号及び
台湾新聞へのご意見ご感想を明記のうえ、台湾新聞編集部までお送りください。当選のご連絡は発送を
もって代えさせて頂きます（７月中に発送予定）。
締切り：７月20日（消印有効）
台湾新聞社編集部〒171-0021東京都豊島区西池袋4-19-4�tel:03-5917-0045
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